
「四つのあ 」の徹底

学習活動に即した
観点別学習状況の評
価の観点を設定する。

学校評議員制度を
活用し，学校関係者評
価を行い，教育活動の
活性化を図る。学校関
係者評価（保護者，児
童，地域）を毎年１２月
に実施する。

江戸川区立篠崎小学校

校内における研究
や研修の工夫

○自ら課題を見つけ，主体的に
学習をすすめていく資質や能力
を育てる。

○地域のよさや人々の温かさに
気づき，地域を愛する心を育て
る。

効果的な指導法の工夫
発問，支援，学習課程，教材開発

○発達段階に応じて，自発的に
基本的な生活習慣を形成する態
度を育成する。・振り返りカード(自己評価)

・観察 ・ノート ・小テスト ・ポートフォリオ

○集団の成員としての自覚を高め，
自主性・社会性を育てる。

○Ｔ．Ｔ．

指導体制の分担

平成23年度

○自他を尊重し，人間性豊かで道徳心のある人

○自ら学び実践し，ともに教え合い，育ち合う，

<学力向上プラン－構造図－>

個性や創造力豊かな人

◎心豊かな子
○じょうぶな子

こころ豊かにたくましく教育の江戸川

○よく考える子

篠小タイム

学習指導過程

基礎基本の定着の
ため，読み・書き・計算
の習得を目指し，全校
でステップ学習とし
て「篠小タイム」を，
時間外に設ける。

年間指導計画を作
成し，個に応じた指
導，少人数指導や習
熟度別，繰り返しドリ
ル学習などの指導法
を取り入れる。

指導と評価の一体化

○パソコンの効果的な活用を図る。

本校の授業改善に向けた視点
指導内容・

指導方法の工夫
教育課程編成

の工夫

長期休業中の補習

○子どもを見守り育てる地域

○新しい学習の

手がかりとしての地域

○学校，家庭，地域の連携

各教科における
基礎基本の定着

朝学習

＜本校がめざす児童像＞
心豊かな子の育成

全教科，全領域を通して取り組む

○将来の夢を持ち，持てる力を発揮して，

進んで社会に貢献できる人

感じる子 自ら考える子 仲間とともに伸びる子
～問題解決の力を伸ばす理科・生活科の指導法の研究～

＜研究主題＞
(算数・国語)

到達度評価
↓

教材作成－Ｔ3

繰り返し

○望ましい集団活動を通して，自主
的・実践的態度を育てる。

↓
少人数指導

↓

○単純均等

全教科・全領域を
通して，基礎基本の定
着のための効果的な
指導法を授業実践を
行いながら改善・充
実していく。

評価活動の工夫

望ましい学習習慣
を身に付けるために，
家庭との連絡を密に
し，児童の学習状況に
ついて共通理解を図
る。

家庭学習キャン
ぺーンを推進する。

指導計画－Ｔ１

評価計画－Ｔ２

家庭・地域社会の
連携

評 価

あつまり，あいさつ，あとしまつ，ありがとう

○互いに認め高め合う学習環境
づくりに努める。

○個に応じた指導の充実，基礎
基本の確実な定着を図る。

○習熟度別

○人権を大切にする態度，思いやり
の心を育てる。

小テスト－プロローグ

○体験的な学習や問題解決的
な学習の充実を図る。 指導体制・集団

○課題別(興味関心)

○児童の自発的，主体的な態度を伸
ばし，道徳的実践力を養う。

学年・児童の実態 単元の特性 学習環境
（人的・物的）

学校教育目標

各教科の指導の重点

総合的な学習の時間

特別活動

道 徳

東京都・江戸川区の 地 域

生活指導


